
政
令
第

号

弁
理
士
法
施
行
令

内
閣
は
、
弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
条
第
二
項
第
一
号
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
二

項
、
第
七
十
条
第
七
項
及
び
第
七
十
五
条
並
び
に
附
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
弁
理
士
法
施
行
令

（
大
正
十
年
勅
令
第
四
百
六
十
六
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
認
定
手
続
に
関
す
る
税
関
長
に
対
す
る
手
続
）

第
一
条

弁
理
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
手
続
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
（
関

税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
者
が
行
う
も
の
に

限
る
。
）
と
す
る
。

一

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

の
受
領

二

関
税
定
率
法
施
行
令
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
意
見
の
陳
述

三

関
税
定
率
法
施
行
令
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述



（
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
と
す
る
。

（
日
本
弁
理
士
会
の
会
則
の
変
更
）

第
三
条

法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
重
要
な
事
項
は
、
同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
七
号
か

ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
登
録
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
）

第
四
条

登
録
審
査
会
の
会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

２

登
録
審
査
会
は
、
委
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

登
録
審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
日
本
弁
理
士
会
の
会
則
で
定

め
る
。

（
弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
の
業
務
の
制
限
の
解
除
）

第
五
条

法
第
七
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
代
理
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
と
す
る
。



一

特
許
料
、
割
増
特
許
料
、
登
録
料
又
は
割
増
登
録
料
の
納
付

二

特
許
料
又
は
登
録
料
を
納
付
す
べ
き
期
間
の
延
長
の
請
求

三

特
許
料
又
は
登
録
料
の
軽
減
、
免
除
又
は
そ
の
納
付
の
猶
予
の
申
請

四

既
納
の
特
許
料
又
は
登
録
料
の
返
還
の
請
求

五

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
百
八
十
六
条
第
一
項
本
文
（
実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律

第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二

十
五
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
本
文
、
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
十
二
条
第
一
項
本
文
又
は

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
請
求

六

過
誤
納
の
手
数
料
の
返
還
の
請
求

七

商
標
法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
際
登
録
の
名
義
人
の
変
更
の
記
録
の
請
求

八

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
の
求

め
、
同
法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を



含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
若
し
く
は
予
納
、
同
法
第
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
残
余
の
額
の
返
還
の
請
求
又
は
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
二
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

九

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
、
実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
号
）
、
意
匠

登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
又
は
商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る

手
続
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の

十

特
許
証
、
実
用
新
案
登
録
証
、
意
匠
登
録
証
又
は
商
標
登
録
証
若
し
く
は
防
護
標
章
登
録
証
の
再
交
付
に
つ
い
て
の
手

続
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の

十
一

特
許
法
第
三
十
条
第
一
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
学
術
団
体
又

は
特
許
法
第
三
十
条
第
三
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
商
標
法

第
四
条
第
一
項
第
九
号
若
し
く
は
第
九
条
第
一
項
の
博
覧
会
の
指
定
に
つ
い
て
の
手
続
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の

十
二

商
標
法
第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
の
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
産
地
の
指
定
に
つ
い
て
の
手
続
で
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
も
の



十
三

第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
前
三
号
に
掲
げ
る
手
続
の
補
正
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
補
正
の
補
正
を
す
べ
き
期
間
又

は
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
及
び
前
三
号
に
掲
げ
る
手
続
（
こ
れ
ら
の
手
続
の
補
正
又
は
こ
れ
ら
の
補
正
の
補

正
を
含
む
。
）
に
係
る
弁
明
書
の
提
出
を
す
べ
き
期
間
の
延
長
の
請
求

十
四

第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
手
続
の
補
正
又
は
こ
れ
ら
の
補
正
の
補
正

十
五

第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
手
続
に
係
る
弁
明
書
の
提
出

十
六

特
許
料
、
割
増
特
許
料
、
登
録
料
若
し
く
は
割
増
登
録
料
又
は
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
手
続
に

係
る
手
数
料
の
納
付
に
関
す
る
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
出

（
弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
が
作
成
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
類
等
）

第
六
条

法
第
七
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

特
許
出
願
又
は
特
許
権
の
存
続
期
間
の
延
長
登
録
、
実
用
新
案
登
録
、
意
匠
登
録
、
商
標
登
録
、
防
護
標
章
登
録
若
し

く
は
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録
の
出
願
に
係
る
願
書
、
明
細
書
、
要
約
書
、
出
願
審
査
の

請
求
書
、
意
見
書
、
出
願
公
開
の
請
求
書
及
び
手
続
補
完
書



二

特
許
異
議
の
申
立
て
又
は
登
録
異
議
の
申
立
て
に
係
る
申
立
書
、
意
見
書
及
び
訂
正
の
請
求
書

三

実
用
新
案
技
術
評
価
の
請
求
書
及
び
実
用
新
案
登
録
の
訂
正
書

四

審
判
、
再
審
又
は
判
定
に
係
る
請
求
書
、
答
弁
書
、
訂
正
の
請
求
書
及
び
意
見
書

五

裁
定
に
係
る
請
求
書
、
答
弁
書
及
び
取
消
請
求
書

六

商
標
権
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録
及
び
指
定
商
品
の
書
換
の
登
録
の
申
請
書

七

国
際
出
願
に
係
る
願
書
、
明
細
書
、
請
求
の
範
囲
、
要
約
書
及
び
手
続
補
完
書
並
び
に
国
際
予
備
審
査
に
係
る
請
求
書

、
答
弁
書
及
び
手
続
補
完
書

八

国
際
登
録
出
願
の
願
書

九

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
に
係
る
審
査
請
求
書
又
は
同
法
に
よ
る
異

議
申
立
て
に
係
る
異
議
申
立
書

十

弁
明
書
（
前
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
手
続
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

十
一

前
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
の
手
続
補
正
書

２

法
第
七
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
電
磁
的
記
録
は
、
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ



り
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
み
な
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
弁
理
士
試
験
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
前
の
弁
理
士
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
、
第
八
条
ノ
六
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
三

十
九
条
（
弁
理
士
試
験
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
令
第
八
条
ノ
六
、
第
八
条
ノ
七
及
び
第
八
条
ノ
十
中
「
本
試
験
」
と
あ
り
、
並

び
に
旧
令
第
八
条
ノ
十
二
第
一
項
中
「
予
備
試
験
ヲ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
四
千
円
、
本
試
験
」
と
あ
る
の
は
、
「
弁
理
士
試

験
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
令
第
八
条
ノ
九
第
一
項
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
法
第
二
章
に
規
定
す
る
弁
理
士
試
験
の
筆



記
試
験
を
免
除
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
理
士
試
験
の
筆
記
試
験
を
免
除
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
弁
理
士
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
法

附
則
第
六
条
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
す
。

４

旧
令
第
九
条
第
二
項
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
弁
理
士
試
験
の
受
験
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
に
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
弁
理

士
試
験
の
受
験
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
受
験
の
停
止
の
期
間
は
、
同
日
に
お
け

る
旧
令
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
期
間
の
残
存
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

（
懲
戒
の
手
続
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
法
第
三
十
三
条
第
五
項
（
法
第
五
十
四
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

「
審
議
会
」
と
あ

法
第
三
十
三
条
第
五
項
中

る
の
は
、
「
工
業
所
有
権
審
議
会
」
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
協
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
本
弁
理
士
会

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律

第
四
十
九
号
）

（
組
合
等
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

組
合
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
五
項
中
「
監
査
法
人
」
の
下
に
「
又
は
特
許
業
務
法
人
」
を
加
え
る
。

別
表
一
土
地
家
屋
調
査
士
会
及
び
日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

特
許
業
務
法
人

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律

社
員
（
特
許
業
務
法
人
を
代
表
す
べ
き
社
員
を
除

第
四
十
九
号
）

く
。
）
の
氏
名
及
び
住
所

共
同
代
表
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め

別
表
二
船
主
相
互
保
険
組
合
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

特
許
業
務
法
人

設
立
又
は
合
併
を
無
効
と
す
る
判
決

（
行
政
手
続
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
六
条

行
政
手
続
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
六
号
中
「
弁
理
士
会
」
を
「
日
本
弁
理
士
会
」
に
改
め
る
。



理

由

弁
理
士
法
の
施
行
に
伴
い
、
弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
の
業
務
の
制
限
が
解
除
さ
れ
る
手
続
及
び
こ
れ
ら
の
者

が
作
成
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
類
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


